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中期経営戦略 Vision2030の進捗状況について 

 

 

当社は、2025年６月13日に公表いたしました「中期経営戦略Vision2030」の具体的な取り組み

状況につきまして、以下のとおりお知らせいたします。 

昨今の急激に不確実性を増す自動車業界の経営環境（完全EV化からマルチパスウェイへの移行

など）および現在の業績を踏まえ、当社は2030年の目標達成（売上高600億円、新規拡販300億

円、営業利益率6％）をより確実なものとするため、「地域戦略」「拠点戦略・投資計画」およ

び「企業基盤強化（DX・人事戦略・カーボンニュートラル）」の具体的な枠組みを決定いたしま

した。 

記 

 

1. 振り返りから課題 

グローバルで引き合い（500億円相当）は堅調な一方、日本単体における収益の悪化や開発

リードタイムの遅れが明確になりました。「ものつくり改革」および「日本再建」を行うた

めに、挑戦する風土への改革と、受注に直結する戦略的投資をスピーディに実行します。 

2. 環境変化への適応と新規事業目標 

自動車市場のマルチパスウェイ化が進む中でも、2030年の「新規事業売上300億円」目標を

堅持します。 

3. グローバル拠点戦略（総投資：300億円） 

地域市場ニーズや環境変化に対応した最適な世界生産体制を再構築するため、戦略的投資を

スピード感持って実行していきます。 

4. 企業基盤の強化 

事業戦略を実現するため、DX（AIを活用したデータドリブン経営）、人事戦略（挑戦する風

土つくり）を推進します。あわせて、気候変動リスクへの対応としてカーボンニュートラル

を目指し、達成目標を５年前倒しします。 

5. 財務戦略 

現業で創出したキャッシュは、適切なリスク分析のもとで成長投資へ積極的に投入してまい

ります。同時に、株主還元につきましては、DOE（自己資本配当率）を指標とした継続的な

水準向上を着実に進めてまいります。 

 

以上 
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中期経営戦略 Vis ion2030の振り返り
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受 注 率 向 上 に 繋 げ る

 ス ピ ー デ ィ な 戦 略 的 投 資

 も の つ く り 改 革

日 本 単 体 の 再 建

 生 産 部 門 経 営 自 律 化

 本 社 機 能 の 業 務 変 革

目標値

売上高

600億円

新規拡販

300億円

営業利益率

6%

社 会 的 課 題 の 解 決

商 品

開 発 力

生 産

技 術 力

自 律 し た

拠 点 経 営

2022 2030

新規事業
の創造

既存事業
領域

利益率

5%

既存事業領域
の拡大

２０２5

潜 在 的 な ニ ー ズ の 強 さ を 確 認

 5 0 0 億 円 相 当 の 案 件 の

引 き 合 い を 獲 得

 北 米 ・ イ ン ド で の 、

現 地 化 の ニ ー ズ 確 認

海 外 拠 点 自 律 化

 海 外 拠 点 営 業 利 益

2 0 2 6 年 ３ 月 期  5 0 億 円

できたこと さらなる強化

早期の

完全EV化



マ ル チ パ ス ウ ェ イ へ 移 行 して も事 業 拡 大 ・ 新 規 事 業 売 上  300億 円 は 不 変

外 部 環 境 は
短 期 間 で 変 化

早期の完全EV化

↓

マルチパスウェイ

Vis ion2030 環境変化と目標セグメント
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売 上 高
（ 億 円 ）

20302025

トランスファー
ケース

自動車用
部品

農機向け
減速機

トランスファー

118億

農機
既存OEM

22億

部品
新OEM

115億

ギヤボックス

20億
新事業

10億

産機

15億

1 .  新規事業の創造

2 .  既存事業領域競争力向上・事業拡大

企業基盤の強化
300

600

0

800

 「 既 存 技 術 × 新 発 想 」 で 自 動 車 部 品

以 外 の 新 市 場 で の ニ ー ズ に 応 え る

 既 存 ノ ウ ハ ウ を 活 か し 効 率 よ く

事 業 拡 大 す る

 業 務 プ ロ セ ス 変 革

 人 的 資 本 最 大 化

 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 対 応

現 事 業

2025年度
受 注 額 実 績

30億円

マニュアル
トランス
ミッション



市場ニーズとユニバンスの気づき

アセアン：中国企業と戦える競争力
を付けながら差別化

インド：既存事業と結びつけて参入

日本： ギヤ技術が活かせる
電動モビリティに参入

北米：
S U V ・ピックアップトラック、
農機市場でのシェア拡大
（現地調達化ニーズに対応）

欧州・アフリカ進出の戦略的拠点

自動車O E M又はT i er1メーカーか

らの強い現地化ニーズ
インドネシアは商用車OE Mの

戦略的拠点

乗用車向けの現地化ニーズがある

R＆Dセンター設立の手続き

（2 6 / 9から活動開始）
商用車パワートレイン商品受注実

績

ニ
ー
ズ

非量産・非自動車市場（航空機・船舶・

防衛関係）の参入チャンス

次世代航空技術獲得に向けた準備

（スタートアップへの出資）
実
績

ニ
ー
ズ

現地化ニーズがあるが、現地

メーカーはものつくりに苦戦

⇒ ものつくり力強化が

競争力となる

自動車パワートレイン商品

現地化引合入手
実
績

ニ
ー
ズ

2 0 2 5年度からの気づき ～競争力強化のために～

中 国 企 業 並 み に 商 品 ・ 工 程 の

開 発 リ ー ド タ イ ム を 短 縮 す べ き

既 存 設 備 を 最 大 活 用 し 、 新 規 設 備

投 資 を 圧 縮 す る こ と が 重 要

従 来 の 仕 事 の 進 め 方 を

迅 速 に 変 革 す べ き

ニ
ー
ズ

実
績
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拠点戦略

2 0 3 0年度 拠点戦略と売上目標

欧州・アフリカを見据えた戦略拠点

インド市場現地化対応

投資計画  △20億円

R＆D センターと生産拠点設立

商用車OEM戦略拠点への対応準備

投資計画  △40億円

ギヤ、軸物製品

塑性加工～機能保証

一貫化路線範囲の拡大

高付加価値な非自動車の市場

開拓し参入する

少量多品種・大物高精度製品の

生産技術開発

投資計画  △130億円

競争力がある少量多品種・大物の

生産技術開発

労働人口減少に備えた無人化

技術開発

業務プロセス変革

（DXによる、開発・技術の競争力強化）

塑性加工から機能保証まで

一貫技術確立

投資計画  △1１０億円

ギヤ・軸物製品 冷間鍛造・熱処理・

仕上げ加工技術の導入

人に頼らない生産システム確立

戦

略

成
長
投
資

インド  （新たに進出） アセアン  （現地化） 日本  （高付加価値） 北米  （現地化）

2030年度目標売上額 40億円

新規受注目標売上額 40億円

2030年度目標売上額 255億円

新規受注目標売上額 30億円

2030年度目標売上額 360億円

新規受注目標売上額 １15億円

2030年度目標売上額 １５０億円

新規受注目標売上額 １１５億円

売

上
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企業基盤の強化に向けた取り組み～DX～

できたこと

情報のデジタル化

 ノ ー コ ー ド ア プ リ の 開発 数

約 6 5 0

 生 産 現 場 で の 紙 廃 止 の 推進

A Iによるプロセスのデジタル化

 外 観 検 査 の 画 像 診 断 化

2 0 2 5年度活動から分かること

 効率化は「手法の改善」止まり

変 革 の 実 現 に は 、 も の つく り の

物 理 的 再 設 計 が 不 可 欠

→目的思考

 データのサイロ化（孤立）

全 社 的 な 共 有 ・ 連 携 に向 け た

デ ー タ の 統 合 が 必 要

→データの一元化

 「新たな属人化」の兆し

単 独 で 完 結 で き る が ゆえ に、 情 報

共 有 な し で 改 善 が 進 め られ る

→データの活用（共有）
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A I活用によるデータドリブンの強化

デジタルとの融合で、

ユニバンス流ものつくりモデルを

次世代へと進化

ファーストステップ

デ ー タ 標 準 化 と AI 活用

「 ② 構 造 上 の 問 題 点 」 を考 慮 し 推進

 開 発 リ ー ド タ イ ム の 短 縮

 プ ロ セ ス の 高 付 加価 値 ・高 収 益化

最終ゴール

次 世 代 ユ ニ バ ン ス流 もの つ く りを

実 装 し た 事 業 の 創 造

❶  データドリブン化に向けて ❷  構造上の問題点 ❸  さらなる強化



できたこと

日本拠点生産現場の業務変革

 つ く る 、 検 査 す る 、 運 ぶ

を 一 貫 し た 組 織 化

日本本社管理部門のフラット化

 業 務 課 題 解 決 チ ー ム ベ ー ス の

組 織 運 営 （ D X 活 動 と 連 動 ）

組 織 の 壁 を な く し 、 人 材 活 用 を 促 進 し

チ ー ム で 課 題 解 決 を 進 め る こ と で

社 員 の 行 動 が 変 わ り 始 め た

企業基盤の強化に向けた取り組み～人事戦略～

 業 務 を こ な す こ と を 目 的 と し た

縦 割 り 組 織 ・ ル ー ル 順 守 の 運 営

 労 働 人 口 減 少 対 応 へ の 遅 れ
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外部環境や顧客ニーズの変化に立ち向かう、挑戦する風土つくり

結果に責任を持ち 、自ら考え 、

挑戦する集団を目指す

❷  価値を創造する場への変革❶  構造上の問題点 ❸  さらなる強化

成 果 に 責 任 を 持 つ

小 さ な 事 業 体 へ
小 さ な 事 業 体 単 位 で

運 営 し 自 ら 勝 ち 筋 を

考 え る

ノ ウ ハ ウ を 共 有 し

価 値 を 創 造 す る
メ ン バ ー の 知 識 を

組 み 合 わ せ 、 役 割 を 越 え

て 実 行 す る

A

B

小さな事業体 × ノウハウの活用

小 さ な チ ー ム 内 お よ び チ ー ム 間 で ノ ウ ハ ウ を 活 用 し 、 価 値 を 創 造 す る



企業基盤の強化に向けた取り組み～カーボンニュートラル～

2 0 4 5年度までにユニバンスグループのカーボンニュートラル達成（5年前倒し）
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できたこと

日本拠点のCO2排出量▲66％ (対2012年比)

 徹底した省エネと再生エネルギー導入

→2030年カーボンハーフの目標達成

さらなる強化

 省 エ ネ 活 動 の グ ロ ー バ ル 展 開

→ 日 本 の 事 例 の 水 平 展 開

 外 部 評 価 機 関 （ C D P 、 EcoVadis等 ） へ の 対 応

→ 顧 客 要 請 の 高 ま り

 事 業 を 通 じ た 、 C O 2 削 減 へ の 貢 献 （ 技 術 開 発 ）

・ も の つ く り プ ロ セ ス の 技 術 開 発

・ 商 品 の 高 効 率 化 、 軽 量 化 の 技 術 開 発

2012年度 2025年度 2045年度 2050年度

基準年

海外
排出量

26,008
t-CO2

日本
排出量

49,042
t-CO2

16,573
t-CO2

▲66％削減

19,857
t-CO2

▲23％削減

海外

日本

2045年度

カーボン
ニュートラル

達成

(新目標）

2030年
目標達成

▲52％削減
（実績）

も の つ く り

技 術 開 発 に よ る

さ ら な る 削 減

再エネ活用
（実績）

海外

日本

省 エ ネ ・ 再 エ ネ 導 入

に よ る 削 減

自社商品の高効率化による
CO2排出量削減に貢献

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル ロ ー ド マ ッ プ



財務戦略 キャッシュアロケーション

現業領域でキャッシュを捻出し、リスクを分析して積極的に成長投資を実行する
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キ ャ ッ シ ュ イ ン キ ャ ッ シ ュ ア ウ ト

2026/3月末

NetCash

残高 113億円

５年間累計

償却前営業利益

350億円

外部調達等

株主還元 30億円以上

商売創り

・商品戦略

・拠点戦略

260億円

環境リスク対応  70億円

維持更新  25億円

Vision2030(2026-2030) 5 年間の累計

その他

業務改革DX 40億円

必要運転資金  40億円

技術戦略

・ 小型・軽量・高効率

・ 多種・少量・大物・システム

開発で実現

業務改革DX

・ 設計・開発工程の高度化

・ データドリブン経営の実装

環境リスク

・ 南海トラフ巨大地震対応

・ カーボンニュートラル

DOE（自己資本配当率）を指標

として継続的に向上

2026年3月期実績 1.34%

(2025年3月期より+0.21％）

・ 新規商売創りの実現

・ 拠点の自律的な経営による

キャッシュフローの創出

・ 業務の高度化による

効果的な資産活用

・ 管理のスリム化

ROE(自己資本利益率)向上を

目指した資本構成の最適化
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